
第６回鎌倉市総合計画審議会（R6.12.17）

（仮称）第４次鎌倉市総合計画基本計画策定に係る施策の「目標とするまちの姿（案）」

施策体系項目 施策名 目標とするまちの姿（案）

1 全体 平和
「平和都市宣言」及び「鎌倉市民憲章」の精神が市民間で共有されたことで、だれもが平和な環境で暮らすことがで
きる世界（社会）に向けて、平和の大切さを広く発信しているまち

2 全体 共生共創
生涯にわたって誰もが自分らしく安心して暮らし、互いを尊重し、つながりあうことで、自分の価値観（自分の世
界）を広げているまち

3 全体 防災
自助・共助・公助の視点で、ハード・ソフトの両面から総合的な自然災害対策を講じた高い防災力があり、かつ、あ
らゆる危機事象を想定した体制・制度が、国・県・関係機関等との連携により整備されたことで、市民の生命・財産
が守られているまち

4 全体 温暖化対策
太陽光や豊かなみどりなどの「資源」を余すことなく活用した省エネ・創エネ・蓄エネの取組を積極的に進めること
で、脱炭素社会への移行を進め、地球温暖化の緩和に貢献しているとともに、気候変動適応策にも対応しているまち

5 ひとづくり 子育て・子育ち
すべてのこども・若者が、自立した個人としてひとしく健やかに成長することができ、ひとしくその権利が擁護さ
れ、それぞれが思う幸せな状態で生活を送ることができるまち

6 ひとづくり 教育
学習者中心の学びを通じて、“炭火”のごとく誰もが学びの火を灯し続け、生涯にわたり心豊かに生きることがでる
まち

7 ひとづくり 福祉
すべての市民が自らが望む形で社会との関わりを持ち、住み慣れた地域で生涯にわたって安心して自分らしく暮らす
ことができるまち

8 ひとづくり 健康づくり 市民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組むことで、健やかでこころ豊かに暮らせるまち

9 ひとづくり スポーツ・レクリエーション
市民のスポーツへの関心が高まるとともに、市民の誰もががスポーツやレクリエーションに親しみ、楽しみながら、
健康的な生活を送ることができるまち。

10 暮らしづくり 歴史遺産
鎌倉特有の歴史的な遺産の保存・管理・公開活用により、市民や来訪者がこれらの価値や魅力を理解し、親しんでい
るまち

11 暮らしづくり 芸術文化
市民等が質の高い芸術文化に触れ、自主的な活動を日常的に展開することで、芸術文化の創造・発信が常に行われて
いるまち

12 暮らしづくり 都市交流
国籍や民族の異なる人々の文化や価値観を知り、認め合い、相互に交流、協力し合うことで、文化の違いへの理解が
進み、互いの文化を尊重し合える社会風土が醸成されているまち

13 暮らしづくり 観光
鎌倉の持つ様々な魅力や価値が世界に誇る貴重な財産であることを認識し、観光に関するあらゆる主体が連携・協力
して持続可能な観光の仕組みを構築し、誰もが「住んでよかった、訪れてよかった」と思える成熟した観光都市と
なっているまち

14 暮らしづくり 防犯
市民の防犯意識を高める啓発や支援、地域・警察等と連携した犯罪の機会をあたえない見守り体制が強化された犯罪
のない安全で安心して暮らせるまち

15 暮らしづくり 交通安全
交通安全に対する意識の高まりと安全な交通環境の整備により、交通事故による死傷者がなくなり、歩行者が安全で
快適に歩くことができるまち

16 暮らしづくり 移動交通
市民に必要な移動環境が構築され、かつ、自動車利用の抑制により交通渋滞がない、歩行者が安全で快適な交通環境
が実現しているまち

17 暮らしづくり 消防 消防施設の機能整備により、市民の防火・防災意識が高まり、火災などの災害が起こりにくいまち

18 暮らしづくり 廃棄物
市民、事業者、行政が連携・協働して３Ｒを推進することで、最終処分量を限りなくゼロに近づける「ゼロ・ウェイ
ストかまくら」が実現しているまち

19 暮らしづくり 生活環境 人や事業者等の活動によって発生する公害や生活環境の悪化が軽減されることで、快適に生活できるまち

20 暮らしづくり 生態系保全
市内に生息・生育する野生動植物及び鎌倉本来の生態系が保全される環境が整備しされた自然環境と人の暮らしが調
和しているまち

21 暮らしづくり 農業
食の安全への意識が高まり、身近な畑で採れた生産者の顔が見える野菜に対する評価が高まり、都市農業の価値が見
直され、持続可能な農業経営が行われているまち

22 暮らしづくり 水産業 新鮮な魚介類が市民に安定的に供給され、多面的な機能が発揮される水産業が発展されているまち

23 暮らしづくり 商工業
創業や企業の立地・経営支援、商店街の活性化、ものづくりが伝承されることで、地域産業が振興した職住近接の働
く場が確保されているまち

24 暮らしづくり 就労支援 就労支援や福利厚生が充実することで、勤労者等の労働環境が向上した職住近接の働く環境が整備されているまち
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25 まちのかたちづくり 土地利用 地域の個性を生かした、住みやすく活力あるまちづくりが進められているまち

26 まちのかたちづくり 拠点整備
鎌倉駅周辺、大船駅周辺、深沢地域周辺のそれぞれの特徴ある拠点の整備を主軸としたまちづくりが進められること
で、鎌倉の新しい価値と魅力が創造されているまち

27 まちのかたちづくり 住宅
住宅の確保に配慮が必要な世帯をはじめとした住民が、適切に管理された住宅で、それぞれのライフスタイルに合わ
せながら、適切に管理された住宅で安心して生活できているまち

28 まちのかたちづくり 都市景観
都市の歴史を彷彿させ、また、自然環境の豊かさを視覚的に認識できる魅力的な都市景観が形成され、景観資源を活
用した地域ごとの個性豊かなまちづくりが推進されているまち

29 まちのかたちづくり 風致 国指定史跡、歴史的風土保存区域内の枢要な地域において、歴史的遺産と自然的環境が恒久的に保存されたまち

30 まちのかたちづくり 緑地
市民の自主的な活動などを通じて、緑地が良好に維持され、市街地の緑化が進められることで、緑の機能が十分に発
揮され、快適かつ災害に強い都市環境が保全されているまち

31 まちのかたちづくり 公園
都市公園が市民等の憩いの場所として親しまれ、地域コミュニティの創出や防災、環境負荷軽減など、安全で安心な
都市環境を形成しているまち

32 まちのかたちづくり 道路
道路施設が人や地域をつなぎ、人の移動やモノの輸送を支えることにより、地域やまちの骨格を作り、豊かな暮らし
や安全安心、経済活動を支える環境を創出しているまち

33 まちのかたちづくり 下水道
安定した下水処理に向けた取組を通じて、良好な生活環境が確保され、海や川などの公共用水域の水質が良好に保た
れているまち

34 まちのかたちづくり 河川 浸水被害の軽減が図られているとともに、景観や生態系に配慮した河川環境が保たれているまち

35 まちのかたちづくり 海浜 海を守り、海とともに生き、海に愛着と誇りを持ち、美しい海浜があるまち

36 計画推進体制 コミュニティ
地域に誇りと愛着を持ち、多様な主体が参加・協力してまちづくりに取組む持続可能な地域コミュニティが市内の多
くで醸成されているまち

37 計画推進体制 協働
市及び市民活動団体等が、社会課題や地域課題の解決など、共通の目的を実現するために、協議によって、それぞれ
が果たすべき役割・責任を自覚し、相互に補完し、協力し、相乗効果をあげながら、新たな公共サービスの仕組みや
事業をつくりだし、社会課題や地域課題の解決がなされているまち

38 計画推進体制 広報
市政情報などの情報を多様な媒体を介して市民に正確に的確に伝えることにより、市民からの信頼感や評価が高まっ
ているまち

39 計画推進体制 広聴 市民が様々な手法により、手軽に市民意見を行政に届け、行政と市民のコミュニケーションが通じているまち

40 計画推進体制 人事
職員一人ひとりが組織の掲げるミッション・ビジョンを理解し、自律的に行動し、自らの力を発揮することで、組織
パフォーマンスが向上し、市民満足度の向上に寄与しているまち

41 計画推進体制 ICT
行政サービスの電子化が進むことで住民の利便性が向上するとともに、市役所業務の効率化により、働きやすい職
場、働きがいのある職場が実現されているまち

42 計画推進体制 財務
健全かつ計画的な財政運営により、新たな行政ニーズに応えるとともに、持続可能な自治体経営を展望することがで
きるまち

43 計画推進体制 ファシリティマネジメント

公共サービスの「施設と機能の分離」を行った上で、市内全体の公共施設が総合的かつ計画的に維持管理されながら
バランスよく配置されているとともに、インフラ施設が求められる機能や役割をしっかりと果たせ、公共の福祉の増
進に寄与しているまち

44 計画推進体制 行財政改革
業務効率化の推進による効率的なサービス提供の実現や、行政資源の有効活用により、より持続可能な組織や財政運
営が実現しているまち
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